
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.4％高と 3週続伸、今週も神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.4％高と 3 週続伸。週を通じて狭いレンジでもみ合う展開が続いた。週明け 3月 28日は中国の上

海市が都市封鎖（ロックダウン）に踏み切ったことなどが嫌気され、小幅に下落。29－30 日はロシアとウクライナの停

戦交渉が進展するとの期待から買いが広がった。31日はバイデ

ン米大統領が石油備蓄の放出を検討していると伝わり、インフ

レ圧力が緩和するとの見方から 3日続伸した。ただ、中国の景

況感悪化などが嫌気され、上値は重かった。4月 1日はウクラ

イナ情勢や景気後退が警戒される中、週末を前に利益確定の売

りが広がって 4 日ぶりに反落した。今週は 6 日に FOMC 議事

録が発表される予定で、米国の金融政策などをにらんで神経質

な展開か。国内では 5日に 3月のインフレ率が発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 24.6％高と急反発、今週は原油相場が焦点か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 24.6％高と急反発。主力株への押し目買いとルーブル高を受けて急反発した。週明け 3 月 28

日は前週末比 0.8％安と 3 日続落となったが、ロシアとウクライナの停戦交渉進展への期待やルーブル高を受けて 29 日

から 31日まで 3日連続で 7％超の上昇。1日も 1.2％高と 4日

続伸した。原油相場が大幅に反落し、31日に空売り禁止が解除

されたものの、主力株への押し目買いが優勢だった。ルーブル

建ての MOEX 指数が 11.1％上昇し、ルーブルが対米ドルで

13.7％上昇したことで、米ドル建ての RTS 指数の上昇率が高

まった。個別ではエネルギーのロスネフチ、スルグトネフテガ

ス、ガスプロム、金融のズベルバンク・オブ・ロシアが 2桁高。

今週はウクライナ情勢と原油相場をにらんでもみ合いか。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 1.2％高と 3 週続伸、今週は引き続き底堅い展

開か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.2％高と 3 週続伸。主力大型株が上昇し、指数は 7 営業日ぶりに 1500 ポイントを回復した。利益

確定売りと押し目買いが交互に強まるボラティティの高い動きが続いたが、1日は主力株が軒並み高となり、指数を押し

上げた。VN 指数は週明け 3 月 28 日に前週末比 1.0％安とな

り、29日は 1.0％高と反発。30日は再び 0.5％安と反落したが、

31 日に 0.1％高と反発し、1 日は 1.6％高と続伸した。指数は

1516.44ポイントで引け、3月 23日以来、7営業日ぶりに 1500

ポイントを回復して終えた。個別銘柄ではコングロマリットの

FPTが 16.0％高、家電小売りのモバイル・ワールド・インベス

トメントが 12.3％高となり、食品加工のベトナム・デイリー・

プロダクツは 8.6％上昇した。今週は引き続き底堅い展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET指数は 1.5％高、今週は 5

日に 3月の CPI発表 

SET指数は週間で 1.5％高と反発。3月月間では 0.6％高。先

週は週末に終値で 6 週間ぶりに 1700 ポイント台を回復した。

週初の 28 日は、エネルギー株が指数上昇をけん引して反発。

29 日はウクライナとロシアの和平交渉に対する期待感から買

われると、30日は中央銀行が定例の金融政策決定会合で今年の

経済成長率見通しを下方修正したものの影響は軽微で、指数は

続伸した。31日はウクライナ情勢を巡る先行き不透明感の高ま

りを受けて反落したが、1 日は 3 月の企業信頼感指数が景況感

の分岐点となる 50 ポイントに到達したことが好感され、反発

して引けている。今週は 5日に 3月の CPIが発表される予定。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.1％安、今週は 1600ポイント台維持に期待 

クアラルンプール総合指数は週間で 0.1％安と 3 週ぶりに小

幅反落。3月月間では 1.3％安。先週は週後半に買い戻されたが

補えなかった。週初の 28 日は買い材料に乏しく 4 営業日ぶり

に反落すると、29日はペトロナス・ケミカルズ・グループやメ

イバンクなどの大型株に利益確定売りが出た影響で続落。30日

は前日からほぼ横ばいだったが、31日は銀行株と消費関連株が

買われた効果で 4 日ぶりに反発した。1 日は引け際の買いが奏

功し、終値で 5 日ぶりに 1600 ポイント台を回復して取引を終

えている。今週も国内の重要イベントが少なく、ウクライナ情

勢や 6日発表の米 FOMC議事要旨が相場を左右する展開か。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.1％

高、30－1日の終値は 3日連続で過去最高値更新 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.1％高と 3 週続伸。3 月月間

では 2.7％高。先週は好地合いが続く中、じりじりと上値を広

げた。週初の 28日は前週末に下落した反動で買い戻されたが、

29 日は新型コロナウイルスの感染拡大を受けて上海で都市封

鎖が始まったことが売り材料視されて反落。一方、30日はウク

ライナ情勢の緊張緩和で前日のNYダウが上昇した流れを引き

継ぎ反発し、指数は終値で 4日ぶりに過去最高値を更新した。

週後半も上値追いが続き、1 日まで 3 日続伸して引けている。

1 日に発表された 3 月の CPI 上昇率は 2.6％と 20 年 4 月以来

の高水準となった。今週も外部要因が指数を左右する展開か。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は 0.2％

高、今週は 3月製造業 PMI と 2月小売売上高に期待 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.2％高と 4週続伸。3月月

間では 5.1％高。先週は終値で終始 3400 ポイント台を維持し

た。週初の 28 日は、前週の勢いを引き継ぎ 4 営業日続伸。29

日も小幅に上値を広げると、30日はロシアとウクライナの停戦

交渉の進展に対する期待感から買われた。31日はウクライナ情

勢に対する先行き不透明感が再び高まった影響で 7 日ぶりに反

落したが、1 日は外国人の入国に関する条件が大幅に緩和され

たことなどが買い材料となり、反発して取引を終えている。今

週は 4日の取引終了後に 3月の製造業 PMI、5日に 2月の小売

売上高が発表される予定で、市場予想を上回れば好材料。 
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